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九
州
北
部
を
襲
っ
た
豪
雨

災
害
に
つ
い
て
は
、
尊
い
命

が
失
わ
れ
甚
大
な
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

す
る
と
と
も
に
、
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
一
日
も
早
い
復
興
が
図
ら
れ
る
よ
う

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

五
泉
市
に
お
い
て
も
七
月
三
日
、四
日
さ
ら
に
は
十
八
日
、

十
九
日
に
大
雨
に
よ
り
、
市
内
全
域
に
避
難
指
示
、
避
難
勧

告
が
発
令
さ
れ
る
な
ど
し
て
、
避
難
所
を
開
設
す
る
状
況
と

な
り
ま
し
た
。
災
害
対
策
は
万
全
に
し
て
お
く
必
要
を
痛
感

い
た
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
六
月
定
例
会
は
六
月
十
三
日
に
招
集
さ
れ
、
十
五

日
間
の
会
期
で
一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
二
十
七
件
の
議

案
等
を
審
議
し
可
決
等
し
て
、
六
月
二
十
七
日
に
閉
会
し
ま

し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
十
二
月
定
例
会
か
ら
の
懸
案
で
あ
っ
た

原
水
爆
禁
止
五
泉
協
議
会
の
補
助
金
事
務
調
査
特
別
委
員
会

の
最
終
報
告
が
行
わ
れ
、
補
助
金
取
得
に
係
る
不
正
が
解
明

さ
れ
た
こ
と
か
ら
特
別
委
員
会
の
調
査
を
終
了
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

議
　
長

　
林
　
　
　
茂
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平成29年 第２回

６月
補正予算・工事請負契約の締結など27件を審議し、
百条委員会の最終調査報告などが行われました

定例会

６月13日(火)

14日(水)

19日(月)

20日(火)

22日(木)･23日(金)

27日(火)

本会議（開会、会期決定、議長報告、懲罰動議、議案審議、
　　　　議員派遣、一般質問）

本会議（一般質問、議案上程・質疑・委員会付託、議長報告）
原水爆禁止五泉協議会の補助金事務調査特別委員会

総務文教常任委員会、市民厚生常任委員会

建設産業常任委員会

原水爆禁止五泉協議会の補助金事務調査特別委員会

本会議（委員会調査報告、発議、議案 委員会審査報告・採決、
　　　　議案審議、委員会継続調査、議員派遣、閉会）

　６月定例会の日程

月　日 内　　　　容

　平成29年第２回６月定例会が６月13日に招集され、６月27日まで

の15日間の会期で開催されました。

　初日の13日は、会期の決定、議長報告、懲罰動議、報告４件、専

決処分の報告承認４件、議員派遣、市政一般に関する質問などを行

い散会しました。

　２日目の14日は、引き続き市政一般に関する質問をすべて行ったあと、３日

目に予定していた日程を繰り上げて審議することとして、議案11件を一括議題

として当局の提案説明と総括質疑を行い所管の常任委員会に付託しました。ま

た請願１件も所管常任委員会に付託し、翌15日を休会とすることとして散会し

ました。

　最終日の27日は、冒頭で猪熊豊元議員が会計に関わっていた補助金申請の不

正について調査を行っていた「原水爆禁止五泉協議会の補助金事務調査特別委

員会」の委員会調査報告が行われ、平成16年度以降の補助金申請において不正

があった旨の報告があり、引き続いて議員発議で「原水爆禁止五泉協議会に対

し五泉市非核・平和推進事業費補助金の返還を求める決議」が提出され可決さ

れました。

　その後、委員会付託されていた議案等について各常任委員会の審査報告があ

り、採決が行われ、すべて可決となりました。

　続いて、人権擁護委員などの人事案件３件、日程追加された市長からの追加

議案１件と議員発議２件などを審議・採決して閉会しました。
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（◎委員長　○副委員長）

　

ま
ず
、
平
成
二
十
九
年
度
五
泉
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
二
号
）
の
う
ち
、
教
育
委
員
会
所
管
分
の

質
疑
の
中
で
、
心
の
教
室
相
談
事
業
十
四
万
九
千
円

の
増
額
の
理
由
に
つ
い
て
、
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

心
の
教
室
相
談
員
に
つ
い
て
は
、
そ
の
配
置
の
時

間
数
を
、
昨
年
度
は
愛
宕
中
学
校
と
山
王
中
学
校
の

二
校
そ
れ
ぞ
れ
に
一
日
当
た
り
三
時
間
で
百
十
三
日

分
の
計
算
を
し
、
配
置
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度

は
一
校
分
と
し
て
一
日
三
時
間
、
百
十
三
日
分
で
配

置
し
ま
し
た
。
一
校
分
で
見
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、

状
況
と
し
て
は
、
ほ
ぼ
二
校
分
の
相
談
が
来
て
お
り
、

な
か
な
か
対
応
が
難
し
い
た
め
、
今
回
の
増
額
を
お

願
い
し
た
も
の
で
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
企
画
政
策
課
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、（
総

合
戦
略
）
五
泉
市
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
九
万
六
千

円
に
つ
い
て
、
庁
内
で
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推

進
体
制
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

新
た
な
構
築
や
Ｂ
Ｓ
Ｎ
新
潟
放
送
六
十
五
周
年
事
業

に
よ
る
テ
レ
ビ
放
映
と
ラ
ジ
オ
放
送
で
五
泉
市
の
魅

力
の
情
報
発
信
を
行
う
た
め
の
費
用
、
と
の
説
明
を

受
け
、

　

そ
の
ラ
ジ
オ
と
か
テ
レ
ビ
と
い
う
の
は
、
も
う
制

作
さ
れ
て
放
映
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
の
か
、

と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

こ
れ
か
ら
庁
内
で
情
報
収
集
を
し
ま
し
て
、
そ
の

後
Ｂ
Ｓ
Ｎ
と
、
ど
れ
を
ラ
ジ
オ
で
放
送
し
、
ど
れ
を

テ
レ
ビ
に
放
映
す
る
か
と
い
う
交
渉
を
行
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
放
映
す
る
予
定
は
、
十
月
中
の
一

週
間
と
い
う
形
で
想
定
し
て
い
ま
す
、
と
の
答
弁
で

あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
財
政
課
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、
議
第
四

十
六
号　

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、
こ
の

度
の
契
約
は
、
総
合
会
館
大
ホ
ー
ル
天
井
等
改
修
工

事
の
建
築
工
事
で
あ
る
と
の
説
明
を
受
け
て
、

　

床
の
張
替
工
事
の
内
容
に
つ
い
て
、
た
だ
し
た
と

こ
ろ
、

　

状
況
と
し
て
は
、
床
の
反
発
係
数
が
異
な
っ
て
お

り
、均
等
な
反
発
力
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

特
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
は
不
具
合
が
出
て
い
ま

す
。
原
因
は
、
束
部
分
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
材
の
劣
化
や

沈
下
に
よ
る
構
造
体
と
床
材
と
の
剥
離
な
ど
で
す
。

　

改
修
は
、
一
部
分
を
部
分
的
に
取
り
換
え
る
こ
と

が
非
常
に
困
難
で
す
の
で
、
基
礎
構
造
を
含
め
て
床

面
全
部
を
や
り
直
し
ま
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し

た
。

　

こ
の
ほ
か
、
細
部
に
わ
た
り
詳
細
な
る
質
疑
応
答

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

去
る
六
月
十
四
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
本
委
員

会
に
付
託
さ
れ
た
事
件
は
、

議
第
四
十
五
号
　
字
の
変
更
に
つ
い
て（
蛇
川
地
区
）

議
第
四
十
六
号
　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

議
第
四
十
七
号
　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

議
第
四
十
八
号
　
動
産
の
取
得
に
つ
い
て

議
第
四
十
九
号	

平
成
二
十
九
年
度
五
泉
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
二
号
）
の
う
ち

本
委
員
会
所
管
に
属
す
る
事
項

請
願
第
一	

三
十
人
以
下
学
級
実
現
、
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
二
分
の
一
復

元
に
係
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め

る
請
願

　

以
上
の
六
件
で
あ
り
ま
す
。

　

審
査
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
当
局
の
出
席
を
求
め

慎
重
に
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
お
手
元
に
配
付
申
し

上
げ
ま
し
た
委
員
会
審
査
報
告
書
及
び
請
願
審
査
報

告
書
に
記
載
の
と
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
決
定
し
た
次
第

で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
審
査
経
過
に
お
け
る
主
な
る
質
疑
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
す
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会 

審
査
報
告

◎
剣
持
　
雄
吾
　
　
　
林
　
　
　
茂
　
　
　
今
井
　
　
博
　
　
　
深
井
　
邦
彦

○
佐
藤
　
　
浩
　
　
　
安
中
　
　
聡
　
　
　
桑
原
　
一
憲
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り
、
決
定
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
審
査
経
過
に
お
け
る
主
な
る
質
疑
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
、
市
民
課
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、
平
成

二
十
九
年
度
五
泉
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
一
号
）
の
う
ち
保
険
料
還
付
金
二
十
二

万
八
千
円
に
関
連
し
て
、
納
め
過
ぎ
て
い
る
も
の
を

返
す
場
合
は
、
期
限
ま
で
に
納
付
が
な
い
時
と
同
じ

仕
組
み
で
返
さ
れ
る
の
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

還
付
加
算
金
は
、
さ
か
の
ぼ
る
年
度
に
よ
っ
て
率

が
変
わ
り
、
二
十
九
年
度
が
一
・
七
％
、
二
十
八
年

度
と
二
十
七
年
度
が
一
・
八
％
、二
十
六
年
度
が
一
・

九
％
、
二
十
五
年
度
が
四
・
三
％
と
い
う
率
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
納
期
限
の
二
カ
月
を
経
過
し

た
際
の
延
滞
税
に
つ
い
て
は
、
現
在
年
率
九
・
〇
％

と
な
っ
て
お
り
ま
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
今
回
過
少
に
納
め
て
い
た
場
合
も
九
・
〇
％

の
率
が
か
か
っ
て
い
く
の
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

私
ど
も
の
賦
課
の
誤
り
に
よ
っ
て
納
め
る
機
会
を

逸
し
て
い
た
た
め
、
こ
れ
に
対
し
率
を
加
算
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
高
齢
福
祉
課
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、
平

成
二
十
九
年
度
五
泉
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
二

号
）
の
う
ち
民
生
費
県
補
助
金
三
千
七
百
五
十
八
万

九
千
円
に
関
連
し
て
、
認
知
症
の
高
齢
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
施
設
整
備
分
と
施
設
開
設
の
準
備
経
費
分

と
し
て
追
加
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
、
と

の
説
明
を
受
け
て
、

　

五
泉
市
で
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
幾
つ
あ
っ
て

何
人
の
方
が
入
所
さ
れ
て
い
る
の
か
、
と
た
だ
し
た

と
こ
ろ
、

　

介
護
に
つ
い
て
は
、
認
知
症
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
み
で
、
六
事
業
所
、
定
員
七
十
二
名
と
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、す
も
と
の
里
が
休
止
し
て
い
る
状
況
で
、

現
在
は
五
事
業
所
が
運
営
を
行
っ
て
お
り
、
六
十
三

名
の
定
員
で
あ
り
ま
す
、と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
認
知
症
で
も
重
度
で
あ
れ
ば
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
で
の
生
活
は
で
き
な
い
と
思
う
が
、
判
断
す

る
基
準
は
あ
る
の
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

主
治
医
の
意
見
書
に
よ
り
ま
す
が
、
医
療
的
な
部

分
が
多
い
と
共
同
生
活
は
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
、

事
業
者
と
入
所
者
と
の
間
で
話
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
細
部
に
わ
た
り
詳
細
な
る
質
疑
応
答

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

去
る
六
月
十
四
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
本
委
員

会
に
付
託
さ
れ
た
事
件
は
、

 

議
第
四
十
四
号
　
五
泉
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

議
第
四
十
九
号
　
平
成
二
十
九
年
度
五
泉
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
二
号
）
の
う
ち

本
委
員
会
所
管
に
属
す
る
事
項

議
第
五
十
号
　
　
平
成
二
十
九
年
度
五
泉
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

一
号
）

議
第
五
十
一
号
　
平
成
二
十
九
年
度
五
泉
市
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
一
号
）

議
第
五
十
三
号
　
平
成
二
十
九
年
度
五
泉
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）

　

以
上
の
五
件
で
あ
り
ま
す
。

　

審
査
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
当
局
の
出
席
を
求
め

慎
重
に
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
お
手
元
に
配
付
申
し

上
げ
ま
し
た
委
員
会
審
査
報
告
書
に
記
載
の
と
お

市
民
厚
生
常
任
委
員
会 

審
査
報
告

◎
佐
藤
　
　
渉
　
　
　
町
田
　
俊
夫
　
　
　
広
野
　
　
甲
　
　
　
白
井
　
妙
子

○
伊
藤
　
昭
一
　
　
　
羽
下
　
　
貢
　
　
　
熊
倉
　
政
一

（◎委員長　○副委員長）



5

五泉市議会だより　第41号

（◎委員長　○副委員長）

そ
の
不
足
額
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
、
と

の
説
明
を
受
け
て
、

　

除
雪
体
制
の
中
で
重
要
な
、
こ
の
除
雪
機
械
に
対

す
る
補
助
金
と
は
ど
の
よ
う
な
補
助
金
な
の
か
、
と

た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

除
雪
協
力
業
者
が
除
雪
機
械
を
購
入
す
る
際
、
機

械
購
入
経
費
の
三
分
の
一
以
内
、
上
限
三
百
万
円
の

補
助
を
行
っ
て
お
り
ま
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
ど
の
よ
う
な
機
械
か
、
ま
た
、
そ
の
機

械
は
中
古
で
も
い
い
の
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

対
象
機
種
は
、ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
ー
、グ
レ
ー
ダ
ー
、

凍
結
防
止
剤
散
布
車
、
小
型
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
で

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
新
車
あ
る
い
は
中
古
も
認
め
て

お
り
ま
す
。
中
古
に
関
し
て
は
初
年
度
登
録
か
ら
十

年
以
内
の
機
械
と
い
う
こ
と
で
お
願
い
を
し
て
お
り

ま
す
、
と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
農
林
課
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、
担
い
手

育
成
事
業
、
農
業
経
営
基
盤
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
支
援
事

業
補
助
金
四
百
三
十
万
円
の
増
額
に
つ
い
て
は
、
農

業
者
の
申
請
を
四
月
末
に
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
い

た
と
こ
ろ
、
当
初
見
込
ん
だ
額
よ
り
多
く
の
申
し
込

み
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
不
足
額
を
お
願

い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
、
と
の
説
明
を
受
け
て
、

　

こ
の
事
業
の
総
額
は
幾
ら
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ

ろ
、

　

総
事
業
費
は
一
億
八
千
三
百
万
円
で
、
補
助
金
額

ベ
ー
ス
で
す
と
当
初
予
算
は
三
千
万
円
で
あ
り
ま
す
、

と
の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
事
業
の
対
象
者
と
な
る
資
格
要
件

と
、
そ
の
申
請
件
数
は
何
件
あ
っ
た
の
か
、
と
た
だ

し
た
と
こ
ろ
、

　

事
業
対
象
者
は
、
認
定
農
業
者
、
農
地
中
間
管
理

機
構
か
ら
の
貸
借
権
設
定
を
受
け
た
者
、
認
定
新
規

就
農
者
、
農
地
所
有
適
格
法
人
、
そ
し
て
集
落
営
農

組
織
と
い
う
五
つ
の
対
象
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
申

請
数
に
つ
き
ま
し
て
は
五
十
七
件
で
あ
り
ま
す
、
と

の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
五
十
七
件
は
ど
の
よ
う
な
機
械
の
申

請
か
、
と
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

　

申
請
さ
れ
た
機
械
の
主
な
内
訳
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

ト
ラ
ク
タ
ー
十
九
件
、
田
植
え
機
十
件
、
コ
ン
バ
イ

ン
八
件
、
乾
燥
機
五
件
、
籾
摺
り
機
二
件
、
フ
レ
コ

ン
一
件
、
米
の
選
別
機
一
件
な
ど
で
あ
り
ま
す
、
と

の
答
弁
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
今
一
度
、
こ
の
事
業
を
多
く
の

農
家
の
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る

と
思
う
の
で
、
分
か
り
や
す
い
説
明
を
行
い
、
今
後

小
さ
い
農
家
の
方
た
ち
も
五
泉
市
の
農
業
の
担
い
手

と
し
て
位
置
付
け
て
、
こ
の
事
業
を
五
泉
市
の
農
業

行
政
の
た
め
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
、
と
の
要

望
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
細
部
に
わ
た
り
詳
細
な
る
質
疑
応
答

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

去
る
六
月
十
四
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
本
委
員

会
に
付
託
さ
れ
た
事
件
は
、

議
第
四
十
九
号	

平
成
二
十
九
年
度
五
泉
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
二
号
）
の
う
ち

本
委
員
会
所
管
に
属
す
る
事
項

議
第
五
十
二
号	

平
成
二
十
九
年
度
五
泉
市
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
一
号
）

議
第
五
十
四
号	

平
成
二
十
九
年
度
五
泉
市
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

　

以
上
の
三
件
で
あ
り
ま
す
。

　

審
査
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
当
局
の
出
席
を
求
め

慎
重
に
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
お
手
元
に
配
付
申
し

上
げ
ま
し
た
委
員
会
審
査
報
告
書
に
記
載
の
と
お
り
、

決
定
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
審
査
経
過
に
お
け
る
主
な
る
質
疑
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

議
第
四
十
九
号　

平
成
二
十
九
年
度
五
泉
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）
の
う
ち
、

　

ま
ず
、
都
市
整
備
課
所
管
分
の
質
疑
の
中
で
、

（
総
合
戦
略
）
除
雪
事
業
、
除
雪
機
械
整
備
補
助
金

五
百
五
十
九
万
七
千
円
の
増
額
に
つ
い
て
は
、
当
初

予
算
で
除
雪
機
械
三
台
分
九
百
万
円
を
計
上
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
市
内
事
業
者
よ
り
六
台
の
要
望
が
あ
り
、

建
設
産
業
常
任
委
員
会 

審
査
報
告

◎
阿
部
　
周
夫
　
　
　
鈴
木
　
良
民
　
　
　
平
井
　
敏
弘

○
長
谷
川
政
弘
　
　
　
牛
膓
　
利
栄
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当
委
員
会
に
課
せ
ら
れ
た
調
査
事
項
に
つ
い
て
は
一
応
の
結

論
を
得
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
報
告
を
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、｢

原
水
爆
禁
止
五
泉
協
議
会｣

と
は
、
ど
う
い
っ
た
団

体
な
の
か
に
つ
い
て
、
原
水
爆
禁
止
五
泉
協
議
会
の
関
係
者
の

証
言
か
ら
、
原
水
爆
禁
止
新
潟
県
協
議
会
と
原
水
爆
禁
止
五
泉

協
議
会
の
関
係
は
、
上
下
関
係
は
な
く
、
地
域
の
い
ろ
ん
な
団

体
の
方
が
集
ま
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
地
域
協
議
会
と
し
て

独
立
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
原
水
爆
禁
止
五
泉
協
議
会
代
表
の
酒
井
赫
氏
の
証
言

で
は
「
私
は
、
五
泉
の
原
水
協
を
正
式
な
活
動
団
体
と
思
っ
て
い

な
か
っ
た
。
組
織
を
ほ
と
ん
ど
持
た
な
い
、
た
だ
の
集
ま
り
と
い

　

本
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
五
泉
市
が
執
行
し
て
い
る
五
泉
市

非
核
・
平
和
推
進
事
業
費
補
助
金
に
つ
い
て
、
日
本
共
産
党
猪

熊
豊
当
時
議
員
が
会
計
を
務
め
る
原
水
爆
禁
止
五
泉
協
議
会
の

補
助
金
事
務
に
お
い
て
不
正
行
為
が
疑
わ
れ
た
た
め
、
昨
年

十
二
月
六
日
の
本
会
議
に
お
い
て
本
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

補
助
金
の
適
正
執
行
と
不
正
行
為
の
解
明
を
図
る
目
的
か
ら
議

会
の
立
場
と
し
て
こ
れ
ら
の
事
実
究
明
を
行
う
も
の
と
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

委
員
に
は
七
名
が
選
出
さ
れ
、
本
日
ま
で
に
調
査
に
要
し
た

会
議
は
二
十
九
回
を
数
え
、
証
人
喚
問
の
人
数
は
延
べ
四
十
三

名
に
及
び
ま
し
た
。

原
水
爆
禁
止
五
泉
協
議
会
の
補
助
金
事
務
調
査
特
別
委
員
会 

調
査
報
告

◎
鈴
木
　
良
民
　
　
　
阿
部
　
周
夫
　
　
　
伊
藤
　
昭
一
　
　
　
深
井
　
邦
彦

○
佐
藤
　
　
浩
　
　
　
平
井
　
敏
弘
　
　
　
長
谷
川
政
弘

【
百
条
委
員
会
】

※
百
条
委
員
会
と
は
、
地
方
自
治
法
第
百
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
調
査
権
を
議
会

か
ら
委
任
さ
れ
た
委
員
会
の
通
称
で
す
。
関
係
人
の
出
頭
、
証
言
及
び
記
録
の

提
出
を
請
求
で
き
る
な
ど
調
査
権
に
は
た
い
へ
ん
強
い
権
限
が
あ
り
ま
す
。
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に
は
規
約
や
会
員
名
簿
な
ど
と
い
う
も
の
は
存
在
せ
ず
、
団
体
の

要
件
す
ら
備
え
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
驚
く
べ
き
実
態
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。
原
水
爆
禁
止
五
泉
協
議
会
は
市
の
補
助
金
を

も
ら
う
た
め
に
便
宜
上
利
用
し
た
名
目
だ
け
の
団
体
で
あ
り
、
酒

井
赫
代
表
、
二
瓶
俊
一
事
務
局
長
と
い
う
名
目
上
の
役
員
体
制

は
整
え
て
い
る
も
の
の
、
実
際
、
酒
井
赫
代
表
自
ら
が
認
め
て
い

る
よ
う
に
「
私
は
名
前
だ
け
の
飾
り
物
の
代
表
」
で
あ
り
、
二
瓶

俊
一
事
務
局
長
も
「
名
前
だ
け
の
事
務
局
長
」
で
、
実
質
、
猪
熊

豊
氏
一
人
で
一
般
の
募
金
、
市
の
課
長
職
以
上
か
ら
集
め
た
募
金
、

及
び
市
か
ら
の
補
助
金
一
切
を
管
理
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

猪
熊
豊
氏
は
、
そ
の
都
度
代
表
や
事
務
局
長
に
相
談
や
報
告

を
し
な
が
ら
、
指
示
に
基
づ
い
て
行
っ
て
い
た
と
度
々
証
言
し

て
い
ま
す
。
特
に
会
計
に
つ
い
て
は
、
二
瓶
俊
一
事
務
局
長
の

指
示
、
あ
る
い
は
立
会
い
の
下
で
、
相
談
し
な
が
ら
行
っ
て
い

た
と
の
証
言
を
何
度
も
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
酒
井
赫
代
表
は
原
水
爆
禁
止
五
泉
協
議
会
の
会
計

を
は
じ
め
運
営
に
つ
い
て
は
一
切
か
か
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
と

証
言
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
二
瓶
俊
一
事
務
局
長
は
「
関
係

う
認
識
で
い
た
。
普
通
の
団
体
で
あ
れ
ば
、
会
費
を
払
い
、
年
一

回
の
総
会
を
開
き
、
そ
こ
で
執
行
部
、
理
事
、
理
事
長
と
い
っ
た

代
表
を
選
出
し
、
前
年
度
の
活
動
報
告
や
次
年
度
の
活
動
計
画
、

会
計
決
算
、
次
年
度
予
算
を
、
総
会
で
議
決
し
て
も
ら
っ
て
初
め

て
成
り
立
つ
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
そ
ん
な
形
式
は
、
五
泉
原

水
協
に
限
り
な
い
。
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
を
中
心
に
、
平
和

行
進
や
学
習
会
、
写
真
展
な
ど
を
夏
に
集
中
し
て
行
い
、
そ
れ

以
外
は
ほ
と
ん
ど
活
動
し
て
い
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
原
水
爆
禁

止
世
界
大
会
に
参
加
す
る
人
は
自
分
の
持
ち
出
し
で
行
っ
て
い
る

ん
だ
ろ
う
、
大
変
だ
な
と
思
っ
て
い
た
。
ど
の
よ
う
に
集
め
た
か

知
ら
な
い
が
、
一
市
民
の
気
持
ち
で
い
た
だ
い
た
わ
ず
か
な
カ
ン

パ
を
か
き
集
め
て
、
そ
の
カ
ン
パ
を
参
加
者
に
渡
し
て
、
ほ
と
ん

ど
自
前
で
参
加
し
て
い
た
ん
で
は
な
い
か
と
、
私
は
五
泉
の
原
水

協
を
認
識
し
て
い
た
。
だ
か
ら
、
何
か
集
会
が
あ
っ
て
も
、
皆
さ

ん
余
り
関
心
が
な
く
て
、
十
人
以
下
、
せ
い
ぜ
い
四
、五
人
の
集

ま
り
で
準
備
を
し
て
い
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
何
の
縛
り
も
な
い
、

何
の
組
織
も
な
い
、
市
民
の
集
ま
り
、
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
い
う

認
識
で
私
は
行
動
し
て
い
た
。」
と
、
原
水
爆
禁
止
五
泉
協
議
会
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帳
簿
、
奉
加
帳
含
め
て
収
支
報
告
等
の
関
係
帳
簿
、
通
帳
の
管

理
は
一
応
は
全
部
見
る
が
、
あ
と
は
全
部
猪
熊
さ
ん
の
ほ
う
に

や
っ
て
あ
る
。
通
帳
は
猪
熊
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
持
っ
て
い
っ
て

任
せ
て
い
る
。」「
補
助
金
の
入
金
、
支
出
の
わ
か
る
通
帳
、
そ

れ
と
寄
付
金
の
奉
加
帳
は
、
猪
熊
さ
ん
が
持
っ
て
い
る
。
一
応

自
分
が
管
理
者
に
は
な
っ
て
い
る
が
、
名
前
だ
け
だ
っ
た
。
猪

熊
さ
ん
が
主
体
で
や
っ
た
。」「
お
金
の
細
か
い
管
理
は
猪
熊
さ

ん
が
全
部
一
人
で
や
っ
て
い
る
。
最
後
は
帳
面
の
ほ
う
ま
で
猪

熊
さ
ん
が
や
っ
て
い
た
。」
な
ど
と
証
言
し
て
お
り
、
猪
熊
豊

氏
を
信
用
し
て
一
切
を
任
せ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
よ
っ
て
、

猪
熊
豊
氏
が
何
度
も
繰
り
返
し
た
「
二
瓶
事
務
局
長
と
一
緒
に

行
っ
た
」
と
い
う
証
言
に
は
大
き
な
疑
問
が
残
り
ま
す
。

　

次
に
、
原
水
爆
禁
止
五
泉
協
議
会
の
事
業
で
あ
り
ま
す
が
、

写
真
パ
ネ
ル
展
と
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
へ
の
代
表
派
遣
が
主

な
活
動
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
へ
の
派
遣
は
、
慣
例
で
は
原
水
爆
禁

止
新
潟
県
協
議
会
が
県
内
の
参
加
者
を
取
り
ま
と
め
て
実
施
し

て
お
り
、五
泉
か
ら
の
参
加
者
は
、現
地
ま
で
の
往
復
を
含
め
て
、

原
水
爆
禁
止
新
潟
県
協
議
会
と
一
緒
に
行
動
し
て
い
た
。
し
か

し
、
猪
熊
豊
氏
が
訪
問
し
た
と
さ
れ
る
、
長
崎
市
で
開
催
さ
れ

た
平
成
二
十
五
年
の
原
水
爆
禁
止
二
〇
一
三
年
世
界
大
会
、
広

島
市
で
開
催
さ
れ
た
平
成
二
十
六
年
の
原
水
爆
禁
止
二
〇
一
四

年
世
界
大
会
に
お
い
て
、
と
も
に
現
地
ま
で
の
往
復
に
つ
い
て

は
単
独
行
動
を
と
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
航
空
券
、
新

幹
線
等
の
領
収
書
等
は
一
切
な
く
、
ま
た
記
録
の
提
出
も
一
切

あ
り
ま
せ
ん
。

　

次
に
、
改
ざ
ん
の
始
ま
っ
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と

も
平
成
十
六
年
度
か
ら
で
あ
る
こ
と
が
調
査
で
判
明
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
平
成
十
六
年
度
に
つ
い
て
は
、
猪
熊
豊
氏
が
作
成
し
た

「
五
泉
原
水
協
ニ
ュ
ー
ス
」
に
会
計
報
告
と
し
て
記
載
さ
れ
た

広
島
派
遣
費
が
、
原
水
爆
禁
止
新
潟
県
協
議
会
か
ら
提
出
さ
れ

た
金
額
と
異
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
十
七
年
度
に
つ
い
て
は
、

原
水
爆
禁
止
二
〇
〇
五
年
世
界
大
会
に
派
遣
さ
れ
た
参
加
者
に

証
言
を
求
め
た
と
こ
ろ
「
県
原
水
協
の
事
務
局
長
か
ら
、
原
水

爆
禁
止
世
界
大
会
へ
の
参
加
者
は
、
偽
名
や
別
の
住
所
を
使
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
直
接
言
わ
れ
た
。」
と
の
証
言
が
あ
り
、
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十
年
以
上
前
か
ら
組
織
ぐ
る
み
で
の
偽
装
が
行
わ
れ
て
い
た
可

能
性
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

以
降
、
平
成
二
十
八
年
度
に
一
連
の
不
正
行
為
が
発
覚
す
る

ま
で
の
間
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
十
年
間
に
わ
た
り
領
収
書
の

偽
造
、
改
ざ
ん
な
ど
が
行
わ
れ
て
来
た
こ
と
は
既
に
判
明
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
不
正
を
裏
付
け
る
補
助

金
申
請
書
類
が
市
に
残
さ
れ
て
お
り
、
猪
熊
豊
氏
も
不
正
を

行
っ
た
こ
と
を
認
め
て
お
り
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
補
助
金
の
改
ざ
ん
及
び
水
増
し
な
ど
の
詐
取
・
詐

称
行
為
は
「
五
泉
市
非
核
・
平
和
推
進
事
業
費
補
助
事
業
」
が

ス
タ
ー
ト
し
た
初
年
度
の
平
成
十
六
年
度
か
ら
始
ま
っ
て
い
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
平
成
十
五
年
度
以
前
は
、
団
体
に
対
す
る
運
営
費
の
定

額
補
助
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
実
績
報
告
書
等
の
提
出
は
不
要

で
し
た
。
そ
れ
が
、
平
成
十
六
年
度
以
降
に
な
る
と
全
庁
的
な

補
助
金
事
業
の
見
直
し
に
よ
り
、
五
泉
市
非
核
・
平
和
推
進
事

業
費
補
助
金
は
事
業
費
に
対
す
る
二
分
の
一
補
助
に
変
更
さ
れ

た
た
め
、
実
績
報
告
書
と
領
収
書
等
の
提
出
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
全
体
の
事
業
額
を
水
増
し
す

る
必
要
が
生
じ
、
市
の
補
助
金
を
満
額
も
ら
う
目
的
で
改
ざ
ん

が
始
ま
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

次
に
、
原
水
爆
禁
止
五
泉
協
議
会
の
会
計
担
当
者
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
。
猪
熊
豊
氏
は
、
原
水
爆
禁
止
五
泉
協
議
会
の
会

計
実
務
を
、
二
瓶
俊
一
事
務
局
長
か
ら
平
成
二
十
三
年
度
に
引

き
継
い
だ
も
の
で
、
平
成
二
十
二
年
度
以
前
に
つ
い
て
は
会
計

に
は
一
切
携
わ
っ
て
お
ら
ず
、
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
は
な
い

と
断
言
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
五
泉
市
非
核
・
平
和
推
進
事
業
費
補
助
金
の
実
績

報
告
書
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
度
以
前
か
ら
猪
熊
豊
氏

が
市
に
提
出
し
て
お
り
、
か
つ
毎
年
の
補
助
金
十
万
円
の
振
り

込
み
先
に
つ
い
て
も
、
確
認
さ
れ
た
す
べ
て
の
年
度
に
つ
い
て

猪
熊
豊
氏
個
人
の
口
座
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
原
水
爆
禁
止
新
潟
県
協
議
会
の
白
紙
の
領
収
書
に
知

人
に
頼
ん
で
金
額
を
書
き
入
れ
た
と
も
証
言
し
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
こ
と
か
ら
も
平
成
二
十
二
年
度
以
前
に
猪
熊
豊
氏
が
会
計

事
務
と
は
一
切
関
係
な
か
っ
た
と
は
到
底
考
え
に
く
い
と
思
わ
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れ
ま
す
。

　

次
に
、
猪
熊
豊
氏
が
長
期
的
に
行
っ
て
き
た
不
正
行
為
の
実

態
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
不
正
行
為
に
つ
い
て
は
、
大
き
く
二

つ
あ
り
、
そ
の
一
つ
が
偽
名
の
使
用
で
あ
り
ま
す
。
猪
熊
豊
氏
が

行
っ
た
偽
名
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
四
年
間
で
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
と
も
に
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
の
参
加
者
を
偽
名
で
報
告

し
た
も
の
で
、
市
に
提
出
し
た
実
績
報
告
及
び
添
付
さ
れ
た
領

収
書
や
感
想
文
集
で
偽
名
の
使
用
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

偽
名
を
使
用
し
た
理
由
に
つ
い
て
猪
熊
豊
氏
は
、
一
人
目
の

ケ
ー
ス
は
、
参
加
者
は
元
公
務
員
で
、
本
人
に
対
し
て
、
本
名

が
い
い
か
、
ペ
ン
ネ
ー
ム
が
い
い
か
を
聞
い
た
ら
、
で
き
れ
ば

ペ
ン
ネ
ー
ム
の
ほ
う
が
い
い
と
言
わ
れ
、
そ
の
よ
う
に
し
た
と

証
言
し
て
い
ま
す
が
、
本
人
は
公
文
書
に
使
わ
れ
た
こ
と
は
、

こ
の
度
証
人
と
し
て
呼
ば
れ
る
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
と
証
言
し

て
い
ま
す
。
二
人
目
の
ケ
ー
ス
は
、
生
活
保
護
受
給
者
の
た
め
、

ち
ょ
っ
と
し
た
収
入
が
あ
る
と
そ
れ
を
市
役
所
に
届
け
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
で
、
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
偽
名
を
使
っ

た
と
証
言
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
方
が
、
市
の
補
助
金

申
請
で
偽
名
を
使
わ
れ
た
事
実
を
知
ら
さ
れ
た
の
は
、
平
成

二
十
九
年
の
一
月
に
な
っ
て
か
ら
で
、
議
員
辞
職
後
の
猪
熊
豊

氏
か
ら
報
告
さ
れ
た
と
証
言
さ
れ
て
い
ま
す
。
三
人
目
の
ケ
ー

ス
は
、
両
親
が
生
活
保
護
の
受
給
者
だ
っ
た
た
め
、
本
人
が
名

前
を
出
し
た
く
な
い
と
強
く
希
望
し
た
と
証
言
し
て
い
ま
す
が
、

本
人
は
す
で
に
亡
く
な
ら
れ
て
お
り
、
猪
熊
豊
氏
の
証
言
の
真

偽
に
つ
い
て
は
確
か
め
よ
う
も
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
四

人
目
の
ケ
ー
ス
は
、
参
加
者
は
当
時
高
校
の
教
員
で
、
原
水
爆

禁
止
新
潟
県
協
議
会
の
事
務
局
長
か
ら
、
偽
名
や
別
の
住
所
を

使
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
直
接
言
わ
れ
偽
名
を
使
用
す
る
こ

と
に
な
っ
た
と
証
言
し
て
い
ま
す
が
、
猪
熊
豊
氏
が
つ
く
っ
た

五
泉
原
水
協
ニ
ュ
ー
ス
に
も
同
じ
く
偽
名
で
参
加
感
想
文
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

不
正
行
為
の
二
つ
目
は
、
改
ざ
ん
で
あ
り
ま
す
。
猪
熊
豊
氏

は
、
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
の
派
遣
に
関
係
す
る
「
現
地
交
通

費
、食
事
代
、通
信
費
等
」
及
び
「
旅
費
・
宿
泊
・
交
通
費
等
」

の
領
収
書
に
つ
い
て
、
平
成
十
六
年
度
以
降
、
毎
年
、
金
額
の

水
増
し
や
書
き
換
え
、
た
だ
し
書
き
の
書
き
換
え
な
ど
の
偽
造
、
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証
言
を
拒
む
こ
と
が
で
き
る
。」
と
し
て
証
言
を
拒
否
し
ま
し

た
が
、
猪
熊
豊
氏
は
自
分
の
み
な
ら
ず
、
家
族
、
親
族
も
巻
き

込
ん
で
改
ざ
ん
、
偽
装
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
自
ら
証
明
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

猪
熊
豊
氏
は
、
五
泉
市
非
核
・
平
和
推
進
事
業
費
補
助
金
等

を
詐
取
す
る
目
的
で
、
十
年
以
上
に
わ
た
り
領
収
書
や
補
助
金

の
実
績
報
告
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
等
を
意
図
的
に
改
ざ
ん
、

偽
装
す
る
等
の
不
正
行
為
に
か
か
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
領
収
書
等
の
氏
名
欄
や
原
爆
写
真
展
の
感
想

文
等
に
何
度
も
偽
名
を
使
い
補
助
金
を
詐
取
し
続
け
て
き
た
こ

と
。
支
払
の
実
態
の
な
い
領
収
書
を
偽
造
し
た
こ
と
。
金
額
の

水
増
し
や
書
き
換
え
、
た
だ
し
書
き
の
書
き
換
え
な
ど
、
領
収

書
を
偽
造
し
た
こ
と
。
補
助
金
の
実
績
報
告
書
に
記
載
さ
れ
た

数
字
等
を
意
図
的
に
改
ざ
ん
し
た
こ
と
等
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
不
正
行
為
は
、
五
泉
市
非
核
・
平
和
推
進
事
業
費
補
助
金

等
を
詐
取
す
る
目
的
で
、
常
習
的
に
行
っ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、

明
ら
か
な
犯
罪
行
為
で
あ
り
ま
す
。

　

本
人
の
許
可
な
く
又
は
実
在
し
な
い
者
の
名
前
を
使
い
領
収

改
ざ
ん
を
行
い
、
そ
の
領
収
書
を
補
助
金
の
実
績
報
告
書
類
と

し
て
提
出
し
て
い
ま
す
。
猪
熊
豊
氏
は
、
こ
れ
ら
の
不
正
行
為

に
つ
い
て
、
原
水
爆
禁
止
新
潟
県
協
議
会
の
白
紙
の
領
収
書
を

使
い
、
全
体
的
に
つ
じ
つ
ま
が
合
う
よ
う
に
上
乗
せ
し
た
金
額

を
書
き
込
ん
だ
と
証
言
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
「
つ

じ
つ
ま
合
わ
せ
」
な
ど
で
は
な
く
、
明
ら
か
な
改
ざ
ん
行
為
で

あ
り
、
詐
欺
行
為
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
猪
熊
豊
氏
は
、
平
成
二
十
四
年
、
二
十
五
年
の
原
水

爆
禁
止
新
潟
県
協
議
会
に
対
す
る
支
払
い
が
滞
っ
た
際
に
、
市

の
補
助
金
を
詐
取
す
る
目
的
で
、
支
払
っ
た
か
の
よ
う
に
領
収

書
を
偽
造
し
、
市
に
提
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
猪
熊
豊
氏
は
領
収
書
の
改
ざ
ん
、
偽
装
行
為
に
つ

い
て
、自
分
で
書
く
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、自
分
の
責
任
で
「
知

人
」
に
お
願
い
し
て
書
い
て
も
ら
っ
た
と
も
証
言
し
て
い
ま
す
。

こ
の
「
知
人
」
に
つ
い
て
は
、
民
事
訴
訟
法
の
「
証
言
が
証
人

ま
た
は
証
人
の
配
偶
者
、
四
親
等
内
の
血
族
、
ま
た
は
三
親
等

内
の
姻
族
の
刑
事
上
の
訴
追
又
は
処
罰
を
招
く
お
そ
れ
の
あ
る

事
項
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
尋
問
を
受
け
る
と
き
は
証
人
は
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書
等
を
作
成
し
た
行
為
は
、
有
印
私
文
書
偽
造
罪
、
同
行
使
罪
、

詐
欺
罪
に
、
ま
た
実
際
は
支
出
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

支
出
し
た
か
の
よ
う
に
補
助
金
を
不
正
取
得
す
る
目
的
で
常
習

的
に
行
っ
て
き
た
領
収
書
の
偽
造
、
改
ざ
ん
は
、
詐
欺
罪
に
あ

た
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
当
委
員
会
に
お
け
る
証

人
尋
問
に
お
い
て
猪
熊
豊
氏
と
ほ
か
の
証
人
と
の
証
言
が
食
い

違
う
部
分
も
散
見
さ
れ
て
お
り
、
偽
証
罪
の
疑
い
も
あ
り
え
ま
す
。

　

猪
熊
豊
氏
が
常
習
的
に
行
っ
て
き
た
一
連
の
不
正
行
為
は
、

非
常
に
巧
妙
か
つ
計
画
的
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
猪
熊
豊
氏
は

証
言
に
お
い
て
、
酒
井
赫
代
表
や
二
瓶
俊
一
事
務
局
長
と
共
謀

し
て
い
た
か
の
よ
う
な
答
弁
に
終
始
し
、
偽
造
、
改
ざ
ん
行
為

を
「
つ
じ
つ
ま
合
わ
せ
」
と
い
っ
た
言
葉
に
置
き
換
え
る
な
ど

反
省
の
色
が
全
く
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

原
水
爆
禁
止
五
泉
協
議
会
代
表
の
酒
井
赫
氏
は
「
平
成
十
六

年
度
か
ら
二
十
二
年
度
ま
で
の
間
の
不
正
に
つ
い
て
も
、
返
還

す
る
の
が
当
然
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。
当
然
、
原
水
爆
禁
止
五

泉
協
議
会
で
何
と
か
工
面
し
て
払
う
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。」

と
証
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
当
委
員
会
と
し
て
は
平
成
十
六
年
度
か
ら

二
十
二
年
度
の
補
助
金
に
つ
い
て
も
原
水
爆
禁
止
五
泉
協
議
会

に
対
し
て
、
返
還
を
求
め
て
行
く
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
市
当
局
に
は
、
猪
熊
豊
氏
が
行
っ
て
き
た
補
助
金
の

不
正
受
給
行
為
に
対
し
て
法
的
手
段
を
取
る
よ
う
強
く
求
め
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

市
当
局
は
、
今
後
、
五
泉
市
非
核
・
平
和
推
進
事
業
費
補
助

金
事
業
に
お
け
る
事
務
処
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
、

健
全
な
補
助
金
支
給
に
向
け
て
万
全
を
期
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
現
在
ま
で
の
調
査
に
お
い
て
格
段

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
勇
気
あ
る
陳
述
を
い
た
だ

い
た
証
人
の
方
々
と
す
べ
て
の
関
係
者
に
対
し
て
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
原
水
爆
禁
止
五
泉
協
議
会
の
補
助
金

事
務
調
査
特
別
委
員
会
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
も
ち
ま

し
て
終
了
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
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【 ○：賛成、×：反対、－：欠席・棄権、除：除斥※2、停：出席停止※3】議員別議案賛否一覧表

提
　
出
　
者

議

案

番

号

議
　
案
　
名

議

決

結

果

議　　　　員　　　　名　　（議席番号順）

１
深
井
　
邦
彦

２
桑
原
　
一
憲

３
白
井
　
妙
子

４
今
井
　
　
博

５
安
中
　
　
聡

６
佐
藤
　
　
浩

７
長
谷
川
政
弘

８
伊
藤
　
昭
一

９
佐
藤
　
　
渉

10
平
井
　
敏
弘

11
牛
膓
　
利
栄

12
鈴
木
　
良
民

13
熊
倉
　
政
一

14
広
野
　
　
甲

15
剣
持
　
雄
吾

16
羽
下
　
　
貢

17
町
田
　
俊
夫

18
阿
部
　
周
夫

19
（
欠
　
番
）

20
林
　
　
　
茂

市
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長

議第40号
専決処分の報告承認について

（五泉市税条例の一部を改正する条例）
承認 ○ ○ ○ ○ 停 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※
１

議第41号
専決処分の報告承認について

（五泉市都市計画税条例の一部を改正する条例）
承認 ○ ○ ○ ○ 停 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第42号
専決処分の報告承認について

（五泉市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）
承認 ○ ○ ○ ○ 停 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第43号
専決処分の報告承認について

（平成29年度五泉市一般会計補正予算（第１号））
承認 ○ ○ ○ ○ 停 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第44号
五泉市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運
営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制
定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第45号 字の変更について（蛇川地区） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第46号 工事請負契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第47号 工事請負契約の締結について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第48号 動産の取得について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第49号 平成29年度五泉市一般会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第50号
平成29年度五泉市国民健康保険特別会計補正予算

（第１号）
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第51号 平成29年度五泉市介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議第52号 平成29年度五泉市下水道事業特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議第53号
平成29年度五泉市後期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号）
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第54号 平成29年度五泉市水道事業会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議第55号
五泉市固定資産評価員の選任について 

（税務課長　佐久間謙一）
同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第56号 平成29年度五泉市一般会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

諮問第２号
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 
※４

適任と 
認める

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

諮問第３号
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 
※５

適任と 
認める

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請
願
者

請願第１
30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度２分の１復
元に係る意見書の採択を求める請願

採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議
　
　
員

発議第５号 安中聡議員に対する懲罰の動議 可決 ○ ○ ○ × 除 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議第６号
国政選挙における選挙区定数等の見直しに関する意見書
の提出について

可決 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議第７号
原水爆禁止五泉協議会に対し五泉市非核・平和推進事業
費補助金の返還を求める決議

可決 ○ ○ ○ ― × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議第８号
30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度２分の１復
元に係る意見書の提出について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

※１　法律に特別の定めがある場合を除く外、地方自治法第116条の規定により、議長は表決に加わっていません。
※２　地方自治法117条の規定により、自己に直接利害関係のある事件については議事に参与できないため、退席し表決に加わっていません。
※３　地方自治法135条の規定に基づく出席停止の間に行われた採決であるため表決に加わっていません。
※４　人権擁護委員に石井祐子氏を推薦するものです。
※５　人権擁護委員に舎川茂子氏を推薦するものです。
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発 議 に つ い て
　― 次の発議を可決しました。―

◆発議第７号

　原水爆禁止五泉協議会に対し
　五泉市非核・平和推進事業費補助金の返還を求める決議

　【提出議員】鈴木　良民　外６名

　【内　　容】

　　原水爆禁止五泉協議会が、五泉市非核・平和推進事業費補助金の

申請にあたって、偽造・改ざんした領収書を実績報告書に添付し補

助金の交付を受けていたことが「原水爆禁止五泉協議会の補助金事

務調査特別委員会調査報告書」で明らかになった。

　　原水爆禁止五泉協議会の会計実務を実質一人で行っていた猪熊豊

氏が同補助金の上限額を満額取得するため、偽名を使ったり、金額

の水増しを行ったりして、領収書を偽造、改ざんし補助金を不正に

得ていた。

　　猪熊豊氏は、昨年12月に不正を認めて議員辞職し、その後、原

水爆禁止五泉協議会は平成23年度から平成28年度までの補助金取

得分60万円の返還をした。

　　しかしながら本調査で不正が認められた平成16年度以降の補助

金の内、返還されていない平成16年度から平成22年度までの補助

金分についても、不正に取得したものであるので早急に五泉市に返

還すべきである。

　　よって、原水爆禁止五泉協議会に対し、五泉市非核・平和推進事

業費補助金未返還分69万3,295円の返還を求める。

　　なお、市民や市職員から集めた募金についても返還の申し出あれ

ば真摯に対応すべきである。

　　以上、決議する。
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発 議 に つ い て
　― 次の発議を可決しました。―

◆発議第５号

　安中聡議員に対する懲罰の動議

【提出議員】鈴木　良民　外６名

【内　　容】

　安中聡議員は、平成29年5月15日発行の「安中聡通

信」において、同僚議員を誹謗中傷する記事を掲載した。

　そこで議会運営委員会において、安中聡議員に出席

を求め、その真意をただし、不適切な情報を配信する

安中聡議員の常識を逸脱した行為に対し反省と謝罪を

求める決定を行い安中聡議員に通告した。

　しかし、安中聡議員は何ら反省することなく、この

決定に服すことを拒否している。

　このような安中聡議員の行為は、市民の負託を受け

た厳粛な市議会の秩序を乱し、その品位を軽んじるも

のであって、決して容認することはできない。ここに、

五泉市議会として安中聡議員に対し、出席停止７日間

の懲罰を科すことを求めるものである。

【結　　果】

　出席停止　７日間

◆発議第６号

　国政選挙における選挙区定数等の見直しに関する意

見書の提出について

【提出議員】剣持　雄吾　外４名

【内　　容】

　最高裁の「違憲状態」との判決を受け、国政選挙に

おいて選挙区等の見直しが行われている。地方創生が

叫ばれる中で、人口が少ない県の合区や数合わせのた

めの定員削減などは、小手先の格差是正措置でしかな

く、根本的な問題解決とならないばかりか、地域の代

表である国会議員がいなくなるという弊害が大きな問

題となっている。よって、国会並びに政府において、

その場しのぎの改革ではなく、地方公共団体や国民の

声を聞きながら十分な議論を行い、衆参両議院のあり

方を含め抜本的な選挙制度改革を行うよう求める意見

書を提出するものです。

【送 付 先】衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、

　　　　　　総務大臣

◆発議第８号

　30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度２分の

１復元に係る意見書の提出について

【提出議員】剣持　雄吾　外３名

【内　　容】

　子どもたちに豊かな教育を保障するため、「少人数

学級を推進すること」や「義務教育費国庫負担制度の

国負担割合を２分の１に復元すること」を求める意見

書を提出するものです。

【送 付 先】内閣総理大臣、内閣官房長官、財務大臣、

　　　　　　文部科学大臣、総務大臣

請 願 に つ い て
　― 次の請願を採択しました。―

◆請願第１

　30人以下学級実現、義務教育費国庫負担制度２分の

１復元に係る意見書の採択を求める請願

【提 出 者】新潟県教職員組合下越支部

　　　　　　執行委員長　奥山　順一

【紹介議員】深井　邦彦

永年勤続議員表彰
全国市議会議長会・北信越市議会議長会から

町田　俊夫　議員（議員在職15年）

　４月に金沢市で開催された北信越市議会議長
会総会及び５月に東京都で開催された全国市議
会議長会総会において、市政発展に尽くされた
功績により表彰を受けられ、定例会初日の６月
13日冒頭に表彰状の伝達が行われました。

一般質問（通告順）

　６月定例会では７人の議員が一般質問を行いました。
通告順に従い、質問者の氏名をお知らせします。

通告順 質問者氏名 通告順 質問者氏名

1 阿部　周夫 6 今井　　博

3 羽下　　貢 7 鈴木　良民

4 深井　邦彦 8 桑原　一憲

5 町田　俊夫
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議会に関するご意見・ご要望をお寄せください。
議会事務局　☎（43）3911／ E-mail :gikai@city.gosen. lg.jp ／ URL:http://www.city.gosen. lg.jp
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編

集

後

記

　５月27日・28日に強豪山梨学院
高校野球部を招き五泉地区高校
野球強化招待親善試合が２日間
にわたって開催されました。
　今年も期待大の夏です。

それぞれ県大会を勝ち抜き、８月に東京都の明治神宮球場などで開催される全国大会に出場
する快挙を成し遂げました。

NGM（新津・五泉・村松）リトルシニアリーグ 村松中央野球スポーツ少年団

山梨学院高校・五泉高校・村松高校　野球部の皆さん


